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実地訓練での緊急用発電機への切り替え

　山梨県美容生活衛生同業組合（深澤仁理事長）
は、2017山梨ビューティーフェスティバル（美容まつ
り）を開催。このイベントは今年で第25回を数え、昨
年からは甲府と富士東部の2会場で開催し、県内の
広い地域から来場者が訪れるイベントとなっている。
　甲府会場は10月9日（月祝）に緑が丘の山梨県美
容専門学校で開催、甲府市長など多数の来賓も出

席し、組合員
や組合関係者
の他、各サロ
ンのお客様や
地域の人達な
ど1,000名以
上が訪れた。
　美容まつり
は、美容組合

が主催し、美容学校で学んでいる学生が日頃の感謝
の気持ちを伝えるために学んでいる美容技術を披
露するイベントとして開催している。美容業界はカット
等の技術も重要だが、お客様に触れながら接客しな
ければならないため、コミュニケーション能力を育成
することも重要である。
　将来の美容業界を担う学生を育てていくために
は、地域の方 と々学校が一体となり学生の成長や育
成を行っていくことが重要であり、当日は学生による
ネイルアート・シャンプーなどの無料体験、チャリ
ティーバザーやお楽しみ抽選会を実施し、交流を深
めた。
　また、組合加盟店は富士東部地域にも100店舗
以上もあり美容学校にも多くの学生が通学している
ことから、昨年からは富士東部会場でもイベント開
催を行っている。今年は11月20日（月）にハイランド

リゾートホテル&スパで開催し、様々なイベントを企
画しており、多くの方の来場を期待している。
　深澤理事長は、「美容まつりは、日頃からお世話
になっている関係者だけでなく、地域の方々に学生
の学ぶ姿を知ってもらうために開催している。多くの
来場者に、感謝の気持ちを伝える“おもてなし”が出
来たと思う。」と成果を語った。
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●山梨県酒造組合・山梨県酒造協同組合

　山梨県酒造組合（北原兵庫会長）と山梨県酒造
協同組合（北原兵庫理事長）は、10月6日山梨県防
災新館で山梨県原産地呼称日本酒管理委員会を
開催した。
　山梨の美味しい日本酒を支える高い品質の原料
と優れた醸造技術の情報を開示することで、消費者
の山梨県産酒に対する信頼と評価を向上させ、独

自のブランド化を図り付加価値を高めることで他産
地と差別化し、輸出や海外からの観光客への販売
拡大も目指している。
　原産地呼称の認定条件は、純米酒の製法品質
基準に従い、県内で生産された酒米と水を使用し、
70％以下で精米し醸造から製品出荷までの全ての
工程を自社内で行った日本酒であることに加え、色
調、香り、味、香味の4項目の調和を専門家によって
官能検査し、厳しく品質の確保を行うこととしてい
る。認定された場合は、管理委員会より認定マーク
の表示が認められる。
　今秋から仕込みが始まった日本酒の中から、来春
には山梨県原産地呼称日本酒が誕生する。また、各
水系の水の違いを活かした味わいの異なる純米酒
の飲み比べセットの開発と発売も計画されている。
　北原会長は、「他産地との差別化のためにも原料

等の産地限定は重要。特に、日本酒の80％は水で
あるため、山梨の名水を用いて醸し出される県産酒
は、この認定制度で高品質と個性に支えられた付加
価値の高い酒として、高級化志向が高まる国内外
の市場ニーズに応えやすくなる。」と抱負を語った。
　また、夕方からは酒類業関係者や愛飲家、一般消
費者を対象に「山梨の日本酒で乾杯」と題して試飲
会が催され、400名以上の参加者が新酒とは一味
違うこの時期限定の日本酒に酔いしれた。

●山梨県石油商業組合

　ガソリンや灯油など石油製品は経済活動や国民
生活を安定的に維持していくために必要不可欠で
ある。資源エネルギー庁では、災害時に地域の石油
製品供給拠点となる自家発電設備や大型タンク等
を備えた「中核SS」や地域配送の拠点となる「小口

燃料配送拠点」を指定し、石油製品の災害時の供
給体制の強化に取り組んでいる。
　山梨県石油商業組合（西川一也理事長　組合
員216社）では、10月15日に穴水㈱城東店を会場
に災害時対応の訓練を実施、県内15の中核SSと
12の小口燃料配送拠点を含む組合員GSの経営者
や管理者等53名が参加した。
　訓練は、㈱ジャパンリスクソリューションの佐藤哲
治氏の指導により、震度6強の直下型地震を想定し
た大規模災害時の店頭オペレーション訓練として、
施設や設備の安全確保、被災状況の報告と営業再
開に向けた給油体制整備、通常電源から緊急用発
電機への切り替えと消防車等の緊急車両への給油
までの一連の作業を確認しながら進められた。講師
からは、「想定外のケースも起こる災害時対応のた
めに、実地訓練は非常に重要。災害時に営業再開

するには通常
の1.5倍の人員
が必要で、通信
手段としてメー
ルなどSNSの
活用が有効で
ある。」との説
明があり、参加者に対して想定されるケースの質問
をしながら行われた。
　西川理事長は、「災害時と災害復旧時のライフラ
インとして石油を安定供給することは、われわれ事
業者にとって社会的要請と社会的役割となってい
る。各SSが使命感をもって取り組みを進められるよ
う、組合を中心に関係機関と連携をとりながら、安
定供給体制の確保に取り組んでいただきたい。」と
話した。
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組合員23社から53名が
参加して行われた

あいさつする後藤知事

学生によるシャンプー体験ヘアセット

開会式の様子（あいさつを行う深澤理事長）


